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(1) 関西国際空港に係る環境監視結果

表2-3-1(1)　二酸化硫黄の測定結果
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表2-3-1(2)  一酸化窒素及び窒素酸化物の測定結果

表2-3-1(3)  光化学オキシダントの測定結果
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表2-3-1(4)  非メタン炭化水素の測定結果
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1.大阪府所管佐野中学校については、「大阪府地域大気汚染常時監視測定データファイル」を活用し、
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表2-3-1(5)  メタン及び全炭化水素の測定結果
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1.大阪府所管佐野中学校については、「大阪府地域大気汚染常時監視測定データファイル」を活用し、
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図2-3-1(1-1)  気象（風向・風速）の観測結果
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図2-3-1(1-2)  気象（風向・風速）の観測結果
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図2-3-1(1-3)  気象（風向・風速）の観測結果
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1.大阪府所管佐野中学校については、「大阪府地域大気汚染常時監視測定データファイル」を活用し、

　平成21年4月1日から平成22年3月31日までのデータを用いた。�
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(注)１.測定期間：L-1（羽倉崎）については平成17年9月21日まで。
２.大阪府所管佐野中学校局については、「大阪府地域大気汚染常時監視測定データファイル」より、平成17年12月1日から平成22年3月31日までのデータを活用した。
図2-3-1(2)　二酸化硫黄濃度(年平均値)の経年変化
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(注)１.測定期間：Ｃ（樽井）は平成17年6月9日まで、Ｃ（りんくう南浜）は平成17年6月16日から、

L-1（羽倉崎）は平成17年9月21日まで。
２.大阪府所管佐野中学校局については、「大阪府地域大気汚染常時監視測定データファイル」

より、平成17年度から平成21年度までのデータを活用した。
図2-3-1(3)　二酸化窒素濃度(年平均値)の経年変化
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(注)１.測定期間：Ｃ（樽井）は平成17年6月9日まで、Ｃ（りんくう南浜）は平成17年6月16日から、

L-1（羽倉崎）は平成17年9月21日まで。
２.大阪府所管佐野中学校局については、「大阪府地域大気汚染常時監視測定データファイル」

より、平成17年度から平成21年度までのデータを活用した。
図2-3-1(4)　浮遊粒子状物質濃度(年平均値)の経年変化

表2-3-1(6)　黄砂観測状況

	黄砂観測日
	全国観測地点数

	平成２１年１２月２６日
	２９

	平成２２年　３月１４日
	５

	平成２２年　３月１６日
	２７

	平成２２年　３月２１日
	６３


(注)　 １．気象庁ホームページの黄砂観測日及び観測地点一覧より大阪

府（大阪管区気象台）で黄砂が観測された日を抜粋

　　　２．「全国観測地点数」は、全国の６７の気象観測所のうち黄砂の

観測された地点数

　　　３．黄砂の観測は、空中に浮遊した黄砂で大気が混濁した状態を

観測者が目視で確認した場合、「黄砂観測日」とされている。

黄砂観測日は、視程により4段階（2km未満、2～5km、5～10km、

10km以上）に区分して公表されているが、本表では視程の長短

にかかわらず、黄砂の観測があった日を集計している。
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(注)１.測定期間：Ｃ（樽井）及びL-2（箱作）は平成15年まで、L-1（羽倉崎）は平成16年まで。
２.大阪府所管佐野中学校局については、「大阪府地域大気汚染常時監視測定データファイル」

より、平成17年度から平成21年度までのデータを活用した。
図2-3-1(5)　光化学オキシダント濃度(昼間の1時間値の年平均値)の経年変化
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図2-3-2(1)　周辺海域の溶存酸素量（下層）の経月変化（四季調査結果）
表2-3-2(1)　海域水質の経年測定結果（ＣＯＤ）
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表2-3-2(2)　海域水質の経年測定結果（ＤＯ）
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表2-3-2(3)　海域水質の経年測定結果（Ｔ－Ｎ・上層）
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表2-3-2(4)　海域水質の経年測定結果（Ｔ－Ｐ・上層）
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図2-3-2(2-1)　海域水質の経年測定結果（Ｃ１）

[image: image28.wmf]COD

0

2

4

6

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

年度

mg/L

DO

0

5

10

15

20

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

年度

mg/L


[image: image29.wmf]Ｔ−Ｎ

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

年度

mg/L

Ｔ−Ｐ

0.00

0.02

0.04

0.06

0.08

0.10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

年度

mg/L


図2-3-2(2-2)　海域水質の経年測定結果（Ｃ２）
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図2-3-2(2-3)　海域水質の経年測定結果（Ｃ３）
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図2-3-2(2-4)　海域水質の経年測定結果（Ｃ４）
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図2-3-2(2-5)　海域水質の経年測定結果（Ｎ１）
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図2-3-2(2-6)　海域水質の経年測定結果（Ｎ２）
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図2-3-2(2-7)　海域水質の経年測定結果（Ｎ３）
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(注) 大阪府が実施した大阪湾常時監視のうち、Ａ-３、Ａ－６、Ａ－７、Ａ－１０の

結果を用いた。

図2-3-2(2-8)　海域水質の経年測定結果（大阪湾常時監視）

表2-3-3(1)　　海域底質の経年測定結果（空港島周辺海域）
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表2-3-3(2)　　海域底質の経年測定結果（内部水面）
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図2-3-3(1)    海域底質測定結果の経年変化（空港島周辺海域）
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図2-3-3(2)    海域底質測定結果の経年変化（内部水面）

表2-3-4(1)　　 航空機騒音の測定結果（常時測定）
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表2-3-4(2)　　 航空機騒音の測定結果（定期測定）
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表2-3-4(3)　航空機騒音の経年変化（常時測定）
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表2-3-4(4)　航空機騒音の経年変化（定期測定）

[image: image53.wmf]調査月：春季　５月
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表2-3-5(1)  植物プランクトンの調査結果（内部水面）
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(注) 主要種は各調査点での個体数の上位５種のうち、組成比率が10％以上のものを示す。�
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表2-3-5(2)  動物プランクトンの調査結果（内部水面）

[image: image55.wmf]調査月：冬季　２月
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(注) 主要種は各調査点での個体数の上位５種のうち、組成比率が10％以上のものを示す。�
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表2-3-5(3-1)  底生生物の調査結果（空港島周辺海域）
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表2-3-5(3-2)  底生生物の調査結果（内部水面）
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表2-3-5(4-1)  底生生物の経年出現種類数（空港島周辺海域）
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表2-3-5(4-2)  底生生物の経年出現種類数（内部水面）
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表2-3-5(5-1)　底生生物個体数の地点別経年変化（春季：５月）
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3

6

15

8

Listriella属の一種

7

Paraprionospio sp. Type A

Paraprionospio sp. Type B

2

Sigambra属の一種

Sthenelasis属の一種�

2

Sthenolepis spp.(属の一種含む)

5

Terebellides属の一種

101

イトゴカイ科の一種

ウメノハナガイ

17

オカメブンブク

3

22

4

カキクモヒトデ

14

82

カタマガリギボシイソメ

3

7

14

17

86

82

14

7

20

37

21

141

40

キセワタガイ

6

クシカギゴカイ

2

9

ケシトリガイ

20

コノハシロガネゴカイ

シズクガイ

4

14

2

4

88

6

5

10

9

142

スミスシラケガイ

54

タケフシゴカイ科の一種

6

ダルマゴカイ

15

27

ツメタガイ

2

ドロヨコエビ

14

23

48

ニカイチロリ科の一種

4

ハナギンチャク科の一種

ブンブクヤドリガイ科の一種

星口動物門の一種

18

48

35

ホトトギスガイ

96

ムシモドキイソギンチャク科の一種

ヨコヤマキセワタガイ

3

2

(注) 主要種は各調査点での個体数の上位５種のうち、組成比率が10％以上のものを示す。�

種類数　計

個体数　計

主

　

　

要

　

　

種


表2-3-5(5-2)　底生生物個体数の地点別経年変化（夏季：８月）
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季節

春季

夏季

秋季

冬季

調査日

平成21年5月12日�

平成21年8月5日

平成21年10月28日

平成22年2月2日

調査点数

2

2

2

2

最小値

25

20

31

19

種類数［61]�

最大値

27

27

33

22

平均値

30

31

38

23

個体数

最小値

36600

42640

48310

9860

（個体／m3）

最大値

45720

69200

65620

17170

平均値

41160

55920

56965

13515

最小値

0.014

0.011

0.005

0.012

沈殿量（mL/L）

最大値

0.015

0.013

0.005

0.016

平均値

0.015

0.012

0.005

0.014

橈脚亜綱のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ期幼生�

橈脚亜綱のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ期幼生�

ｵｲﾄﾅ属のｺﾍﾟﾎﾟﾀﾞｲﾄ期幼生�

橈脚亜綱のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ期幼生�

            15430 (37.5)

           30425 (54.4)

           14170 (24.9)

            3025 (22.4)

ｱｶﾙﾁｱ属のｺﾍﾟﾎﾟﾀﾞｲﾄ期幼生

ﾐｸﾛｾﾃﾗ ﾉﾙｳﾞｪｼﾞｶ

ｹﾝﾄﾛﾊﾟｹﾞｽ属のｺﾍﾟﾎﾟﾀﾞｲﾄ期

主要種

         　　 6980(17.0)

           12515 (22.0)

　幼生　　　1865 (13.8))

   個体数(％)�

 

ｵｲﾄﾅ ﾌﾞﾚｳﾞｨｺﾙﾆｽ

ｵｲﾄﾅ属のｺﾍﾟﾎﾟﾀﾞｲﾄ期幼生)

 

　　　　　　8495 (14.9))

            1595 (11.8)

 

橈脚亜綱のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ期幼生)

 

            8250 (14.5)

注1）種類数の平均は総種類数を示す。�

注2）主要種は各調査点での上位5種のうち、組成率が10%以上のものを示す。�


表2-3-5(5-3)　底生生物個体数の地点別経年変化（秋季：11月①）
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    季節

春季

夏季

    調査日

平成21年5月13日�

平成21年8月6日

    調査点数

4

4

項目  

    区分

最小値〜最大値

平均値

最小値〜最大値

平均値

最小値〜最大値

平均値

 魚      類�

[14]

7

7

8

種

 甲殻類(ｴﾋﾞ･ｶﾆ類)�

[10]

4

8

9

類

 頭足類(ｲｶ・ﾀｺ類)�

[ 3]

2

3

1

数

 そ  の  他�

[ 0]

0

0

0

 合      計�

[27]

13

18

18

 魚      類�

4

14

7

個

 甲殻類(ｴﾋﾞ･ｶﾆ類)�

10

69

12

体

 頭足類(ｲｶ・ﾀｺ類)�

1

1

0

数

 そ  の  他�

0

0

0

 合      計�

15

64

19

湿

 魚      類�

391.1

94.5

659.3

重

 甲殻類(ｴﾋﾞ･ｶﾆ類)�

23.6

383.1

200.7

量

 頭足類(ｲｶ・ﾀｺ類)�

80.0

120.9

58.1

(ｇ)

 そ  の  他�

0.0

0.0

0.0

 合      計�

494.7

598.5

918.1

ｻﾙｴﾋﾞ

ｱｶｴﾋﾞ

ﾄﾗｴﾋﾞ

4

(26.7)

56

(87.5)

4

(21.1)

ﾄﾗｴﾋﾞ

ﾃﾝｼﾞｸﾀﾞｲ

ﾖｼｴﾋﾞ

3

(20.0)

8

(12.5)

2

(10.5)

主要種

ｱｶｴﾋﾞ

ｱｶｴﾋﾞ

個体数(％)

3

(20.0)

2

(10.5)

ﾀﾏｶﾞﾝｿﾞｳﾋﾞﾗﾒ

2

(10.5)

ｼｬｺ

2

(10.5)

注1）個体数、湿重量は１網当りで示す。X

注2）種類数の平均は総種類数を示す。また、[  ]内の数値は年間を通しての総種類数を示す。�

注3）主要種は各測定点での個体数の上位５種のうち、組成比率が10％以上のものを示す。�
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平成21年11月11日
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122.4〜1402.6�
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2.4〜62.2)
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6〜22�

8〜139

53.5〜475.97

15.0〜401.37

0.0〜0.0

110.9〜966.2

6〜7

8〜16�

15〜1630

32.2〜172.72

1〜2

0〜0

0.0〜0.0

164.1〜1657.1�

4〜7

0〜1

0〜0

8〜11�

24.3〜453.0.

0.0〜232.5

0〜1

0〜0

15〜23

135.7〜1204.1�


表2-3-5(5-3)　底生生物個体数の地点別経年変化（秋季：11月②）
[image: image63.wmf]凡  例

PA； Paraprionospio sp. Type A

PB； Paraprionospio sp. Type B

Te； Terebellides属の一種ﾀ

オト；オトヒメゴカイ科の一種

カキ；カキクモヒトデ

カタ；カタマガリギボシイソメ

クシ；クシカギゴカイ

シズ；シズクガイ

タケ；タケフシゴカイ科の一種

ドロ；ドロヨコエビ

ヒメ；ヒメカノコアサリ

星口；星口動物門の一種
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表2-3-5(5-4)　底生生物個体数の地点別経年変化（冬季：２月①）
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PA； Paraprionospio sp. Type A

PB； Paraprionospio sp. Type B

Te； Terebellides属の一種ﾀ

カキ；カキクモヒトデ

カタ；カタマガリギボシイソメ

シズ；シズクガイ

タケ；タケフシゴカイ科の一種

ダル；ダルマゴカイ

星口；星口動物門の一種

ホト；ホトトギスガイ
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表2-3-5(5-4)　底生生物個体数の地点別経年変化（冬季：２月②）

[image: image65.wmf]凡  例

Glr； Glycera属の一種i

PB； Paraprionospio sp. Type B

ウロ；ウロコムシ科の一種

オカ；オカメブンブク

カタ；カタマガリギボシイソメ

カド；カドソコシラエビ

キセ；キセワタガイ

クシ；クシカギゴカイ

シズ；シズクガイ

タケ；タケフシゴカイ科の一種

ツバ；ツバサゴカイ科の一種

ノラ；ノラリウロコムシ科の一種

紐形；紐形動物門の一種

ブン；ブンブクヤドリガイ科の一種

ホト；ホトトギスガイ

No1

0

5

10

ノラ

シズ

カタ

PB

ツバ

No2

0

5

10

オカ

紐形

ウロ

ノラ

ツバ

キセ

ブン

カド

No3

0

200

400

カタ

No4

0

50

100

ホト

カタ

N1

0

25

50

カタ

タケ

N2

0

100

200

カタ

タケ

N3

0

25

50

カタ

クシ

Glr


表2-3-5(6)　漁業生物の調査結果

[image: image66.wmf]凡  例

PA； Paraprionospio sp. Type A

PB； Paraprionospio sp. Type B

イト；イトゴカイ科の一種

オト；オトヒメゴカイ科の一種

カタ；カタマガリギボシイソメ

キセ；キセワタガイ

クシ；クシカギゴカイ

タケ；タケフシゴカイ科の一種

ノラ；ノラリウロコムシ科の一種

紐形；紐形動物門の一種

星口；星口動物門の一種

ユン；ユンボソコエビ科の一種
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   季   節

   調 査 日�

   調査点数�

 項   目

   区   分

最 小 値

〜

最 大 値

平 均 値

最 小 値

〜

最 大 値

平 均 値

種　類　数

［94］

15

〜

27

41

23

〜

28

38

細　胞　数

(Cells/L)

583200

〜

1738740

1192750

155520

〜

3586620

1529320

 沈　殿　量�

(mL/L)

0.08

〜

0.25

0.14

0.06

〜

0.19

0.13

　

ニッチア属(プンゲンス型）�

スケレトネマ　コスタタム

 主　要　種�

591120

(49.6)

874400

(57.2)

 細　胞　数（％）�

レプトキリンドルス　ダニクス

ニッチア属

561120

(47.0)

447080

(29.2)

   季   節

   調 査 日�

   調査点数�

 項   目

   区   分

最 小 値

〜

最 大 値

平 均 値

最 小 値

〜

最 大 値

平 均 値

種　類　数

［94］

21

〜

40

54

24

〜

33

49

細　胞　数

(Cells/L)

61080

〜

192660

133630

101160

〜

432720

255667

 沈　殿　量�

(mL/L)

0.02

〜

0.04

0.03

0.04

〜

0.11

0.08

　

スケレトネマ　コスタタム

スケレトネマ　コスタタム

 主　要　種�

44560

(33.3)

188640

(73.8)

 細　胞　数（％）�

レプトキリンドルス　ダニクス

15560

(11.6)

注1) 種類数の平均は総種類数を示す。また、［   ］内の数値は年間を通しての総種類数を示す。

注2）主要種は各季での細胞数の上位5種のうち、組成比率が10%以上のものを示す。�

平成21年8月5日

夏　　季

2

2

2

春　　季

平成21年5月12日�

2

冬　　季

秋　　季

平成22年2月2日

平成21年10月28日


図2-3-5(1-1)　底生生物の地点別出現個体数(春季：５月)
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季節
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秋季
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調査日
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平成22年2月2日

調査点数

4

4

4

4

項目

区分

最小値〜最大値

平均値

最小値〜最大値

平均値

最小値〜最大値

平均値

最小値〜最大値

平均値

軟体動物門

[33]

2〜15�

22

1〜8

14

1〜2

6

0〜5

7

種

環形動物門

[48]

8〜20�

27

8〜17�

28

3〜12�

22

4〜18�

22

類

節足動物門

[31]

0〜17�

18

1〜8

16

0〜3

6

1〜6

9

数

そ  の  他

[16]

2〜8

10

1〜5

8

0〜5

8

2〜7

9

合      計

[128]

14〜60
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13〜34
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5〜21�

42

8〜36�
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11〜33
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3〜106
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0〜15�

5

個
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12〜207�
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14〜161�

88

3〜372
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9〜69�

30

体

節足動物門

0〜83�

25

1〜21�
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0〜4

2

1〜44�

12

数

そ  の  他

3〜333

88

1〜127

35

0〜67�

21

2〜57�

16

合      計

30〜656�

212

19〜293�

164

8〜444

152

13〜185�

63

個組

軟体動物門

5.0〜36.7�

9.0

2.4〜36.6�

18.9

0.2〜42.8�

11.2

0.0〜20.0�

7.9

体成

環形動物門

31.6〜54.5

37.7

47.1〜73.6

53.7

33.3〜83.8

73.7

37.3〜80.0

47.6

数比

節足動物門

0.0〜12.7�

11.8

2.0〜7.2

6.1

0.0〜11.1�

1.3

6.7〜23.8�

19.0

(％)

そ  の  他

9.1〜50.8ｼ

41.5

2.4〜43.3ｼ

21.3

0.1〜33.3ｼ

13.8

11.4〜30.8

25.4

湿

軟体動物門

0.08〜4.81

1.37

0.09〜23.51�

6.31

0.00〜37.77�

9.45

0.00〜0.22

0.09

重

環形動物門

0.29〜2.00

1.07

0.94〜12.22�

3.81

0.09〜4.90

1.47

0.22〜0.59

0.42

量

節足動物門

0.00〜0.19

0.07

+〜2.212

0.69

0.00〜5.19

1.31

0.28〜6.29

1.92

(ｇ)

そ  の  他

0.18〜21.70�

6.49

0.01〜17.88�

14.00

0.00〜39.10�

15.20

0.47〜36.03�

11.67

合      計

0.60〜22.28�

9.00

1.17〜19.96�

24.81

0.42〜82.55�

27.43

1.41〜37.27�

14.10

ｶｷｸﾓﾋﾄﾃﾞ

ｶﾀﾏｶﾞﾘｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ

ｶﾀﾏｶﾞﾘｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ

ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ科の一種�

             51 (24.1)

             36 (22.0)

            85 (55.9)

              8 (12.7)

ｶﾀﾏｶﾞﾘｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ

Terebellides属の一種

　

ｶﾀﾏｶﾞﾘｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ

             29 (13.7)

             27 (16.5)

　

              7 (11.1)

主要種

星口動物門の一種

ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ

　

個体数（％）

             26 (12.3)

             24 (14.6)

　

ｶｷｸﾓﾋﾄﾃﾞ

 

 

 

             21 (12.8)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注1）個体数、湿重量は0.15m

2

当たりで示す。湿重量の＋は0.01g未満を示す。�

注2）種類数の平均は総種類数を示す。�

注3）主要種は各調査点での個体数の上位５種のうち、組成比率が10％以上のものを示す。�


図2-3-5(1-2)　底生生物の地点別出現個体数(夏季：８月)
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最小値〜最大値

平均値

最小値〜最大値

平均値

軟体動物門

[20]

3〜5

10

2〜5

6

2〜3

6

0〜4

18

種

環形動物門

[36]

9〜18�

29

9〜10�

17

6〜13�

17

7〜11�

6

類

節足動物門

[10]

0〜6

6

1〜2

4

1〜3

4

0〜4

5

数

そ  の  他

[8]

2〜3

6

2〜4

7

0〜5

5

0〜3

3

合      計

[74]

15〜31

51

15〜21

34

9〜19�

32

7〜21�

32

軟体動物門

9〜18�

13

7〜51�

24

2〜3

3

0〜7

4

個

環形動物門

109〜230

151

107〜169

130

20〜3569

145

11〜1009

65

体

節足動物門

0〜49�

21

1〜21�

8

1〜4

2

0〜13�

5

数

そ  の  他

3〜6

5

2〜7

5

0〜6

2

0〜5

2

合      計

136〜263

190

118〜211

167

23〜3631

152

11〜1231

76

個組

軟体動物門

4.9〜13.2�

6.8

5.9〜29.7�

14.4

0.8〜8.7

2.0

0.0〜7.4

5.3

体成

環形動物門

63.4〜87.5

79.5

66.2〜90.7

77.8

85.7〜98.1

95.4

81.3〜1001

85.5

数比

節足動物門

0〜28.54

11.1

0.6〜10.0�

4.8

1.1〜4.3

1.3

0.0〜10.6�

6.6

(％)

そ  の  他

2.2〜2.9

2.6

1.7〜3.5

3.0

0.0〜8.6

1.3

0.0〜4.0

2.6

湿

軟体動物門

0.22〜3.85

1.46

0.14〜7.87

3.81

0.01〜0.06

0.04

0.00〜1.82

0.63

重

環形動物門

2.53〜4.14

3.40

3.18〜6.21

4.19

0.81〜7.71

3.57

0.25〜2.05

1.26

量

節足動物門

0.00〜0.21

0.10

0.04〜1.47

0.50

0.01〜1.09

0.39

0.00〜0.63

0.23

(ｇ)

そ  の  他

0.03〜8.89

2.99

3.33〜28.67�

13.05

0.00〜13.50�

4.50

0.00〜4.51

1.55

合      計

3.01〜12.80�

7.95

15.23〜32.00

21.55

1.91〜15.750

8.50

0.25〜8.45

3.67

ｶﾀﾏｶﾞﾘｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ

ｶﾀﾏｶﾞﾘｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ

ｶﾀﾏｶﾞﾘｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ

ｶﾀﾏｶﾞﾘｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ

             61 (32.1)

             71 (42.5)

             75 (49.3)

             40 (52.4)

ﾀｹﾌｼｺﾞｶｲ科の一種

ﾀｹﾌｼｺﾞｶｲ科の一種

ﾀｹﾌｼｺﾞｶｲ科の一種

ﾀｹﾌｼｺﾞｶｲ科の一種

             34 (17.9)

             26 (15.6)

             32 (21.1)

             11 (14.4)

主要種

ﾖﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵA型

ｼｽﾞｸｶﾞｲ

個体数（％）

             25 (13.2)

             21 (12.6)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注1）個体数、湿重量は0.15m

2

当たりで示す。湿重量の＋は0.01g未満を示す。�

注2）種類数の平均は総種類数を示す。�

注3）主要種は各調査点での個体数の上位５種のうち、組成比率が10％以上のものを示す。�


図2-3-5(1-3)　底生生物の地点別出現個体数(秋季：11月)

図2-3-5(1-4)　底生生物の地点別出現個体数(冬季：２月)
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注　1.タカ類が渡り調査時の調査定点に最も接近、あるいは概ね基線を通過した際の高度で比較。

2.得られた39例のデータのうち、目視高度レベルと飛翔高度結果が不自然と考えられる1例のデータは除外。

3.観測は、9月20日、9月21日、10月29日、10月30日に実施。

図2-3-6　タカ類の目視による飛翔高度（5段階：本編P35）とデジタル測風経緯儀で

観測した飛翔高度の比較
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